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文
献
か
ら
み
る
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
荘
子
』
研
究

連

ミ円1

土
口

日
本
に
『
荘
子
』
が
輸
入
さ
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
あ
っ
た
か
明
瞭
な
記
録
は
な
い
が
、
目
録
に
よ
る
と
、
平
安
朝
の
初
期
に
で
き
た

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
、
司
馬
彪
註
二
十
巻
、
郭
象
註
三
十
三
巻
、
成
玄
英
疏
十
巻
等
十
数
種
を
あ
げ
て
い
る
か
ら
、
当
時
い
か
に

多
く
の
『
荘
子
』
注
釈
書
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
が
わ
か
る
。
現
存
最
も
古
い
『
荘
子
』
の
写
本
は
高
山
寺
所
蔵
の
郭
象
註
『
荘
子
』
残

巻
七
巻
で
あ
り
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
の
書
写
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
平
安
朝
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
広
く
読
ま
れ
た

『
荘
子
』
は
郭
象
註
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
『
荘
子
』
の
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
日
本
に
お
い
て
は
ど
う
研
究
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
興
味
深
い
。
そ
こ
で
、
目
録
な
ど
の
文
献
に
よ
っ

て
探
究
し
た
い
と
思
う
。
①

慶
応
大
学
斯
道
文
庫
で
編
集
さ
れ
た
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
②
に
よ
る
と
、
『
荘
子
』
の
注
釈
書
の
刊
行
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

。



寛
文
十
年
（
一
六
七

O
）

荘
子
膚
斎
林
希
逸
註

同
頭
書

同
抄
同
註
疏

同
三
註
大
全

老
荘
翼
註

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
二

荘
子
膚
斎
林
希
逸
註

同
頭
書

同
抄
同
註
疏

同
三
註
大
全

老
荘
翼
註

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）

荘
子
口
義

林
希
逸
口
義

同
頭
書
熊
谷
立
節

同
抄

荘
子
註
疏

晋
郭
子
玄

十
冊
十
冊
十
冊
十
三
冊

二
十
一
冊

十
八
冊

十
冊
十
冊
十
冊
十

冊

二
十
一
冊

十
八
冊

十
冊
十
冊
十
冊
十

冊

0 
四
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荘
子
三
註
大
全

老
荘
翼
註
北
海
焦
弱
侯
編
訂

採
古
今
註
解
市
解

延
宝
三
年
（
新
増
書
籍
目
録
）

荘
子

林
希
逸
註

同
首
書
熊
谷
立
節

同
抄

松
永
昌
三

荘
子
註
疏
成
玄
英

荘
子
大
全

淵
秀
水
、
会
魁
陳
蕗
典
輯

荘
子
桟
航
口
義

天
和
元
年
（
一
六
八
二

林
希
逸

荘
子同
首
書

同
抄

荘
子
註
疏

荘
子
大
全

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）

荘
子
ロ
義

同
頭
書

建
業
王
元
貞
閲

二
十
冊

十
八
冊

十
冊
十
冊
十
冊
十
三
冊

二
十
一
冊

十
一
冊

十
冊
十
冊
十
冊
十
三
冊

二
十
冊

十
冊
十
冊

ニ
O
五



同
抄

荘
子
註
疏

荘
子
三
註
大
全

老
荘
翼
註

荘
子
桟
航
口
義

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）

荘
子
ロ
義

同
首
書

同
抄

荘
子
註
疏

晋
郭
子
玄
、
唐
成
玄
英
作

荘
子
三
註
大
全

荘
子
桟
航
口
義

老
荘
翼
註

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）

林
希
逸

荘
子
口
義

同
首
書

同
抄

荘
子
註
疏
唐
成
玄
英

荘
子
三
註
大
全

淵
秀
水
、
会
魁
陳
蕗
典
輯

十
冊
十
三
冊

二
十
冊

十
八
冊

十
一
冊

十
冊
十
冊
十
冊
十
三
冊

二
十
冊

十
一
冊

十
八
冊

十
冊
十
冊
十
冊
十
三
冊

二
十
一
冊

。
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荘
子
桟
航
口
義

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）

荘
子
口
義
林
希
逸

同
首
書

同
抄

荘
子
註
疏

荘
子
三
註
大
全

老
荘
翼
註

荘
子
桟
航
口
義

宝
永
六
年
（
一
七

O
九）

荘
子
口
義
林
希
逸

同
首
書

同
抄

荘
子
註
疏

荘
子
三
註
大
全

荘
子
桟
航
口
義

荘
子
口
義
僅
諺
抄
訓
点
付

荘
子
白
文

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）

十
一
冊

十
冊
十
冊
十
冊
十

冊
十
冊

十
八
冊

十

冊

十
冊
十
冊
十
冊
十

冊
十
冊

十
一
冊

二
十
一
冊

0 
七



二
O
八

荘
子

林
希
逸
註

十
冊

同
首
書
熊
谷
立
節

十
冊

同
抄

松
永
昌
三

十
冊

荘
子
註
疏

十

冊

荘
子
大
全

十
冊

荘
子
桟
航
口
義

十
一
冊

荘
子
荘
子
口
義
僅
諺
抄訓
点
付

十

冊

白
文

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）

荘
子
ロ
義
僅
諺
抄訓
点
付 僅
内
篇

荘
子

白
文

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

荘
子
園
林
雲
銘

江
戸
時
代
の
書
林
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
出
版
の
状
況
か
ら
み
れ
ば
、
郭
註
・
成
疏
の
『
荘
子
註
疏
』
は
依
然
と
し
て
十
七
世
紀
中
期

か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
、
つ
ま
り
江
戸
初
期
に
流
行
し
て
い
た
わ
け
で
、
な
お
便
宜
上
の
た
め
、
集
註
の
形
に
な
っ
た
焦
弱
侯
の
『
老

荘
翼
註
』
や
、
陳
蕗
典
の
『
荘
子
三
註
大
全
』
も
刊
行
さ
れ
、
と
く
に
注
目
す
べ
き
の
は
、
林
希
逸
の
『
荘
子
口
義
』
が
出
版
さ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
形
、
例
え
ば
頭
書
、
首
書
、
僅
諺
抄
を
加
え
て
、
書
写
し
て
広
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
江
戸
初
期
以

降

『
倭
版
書
籍
考
』
に
、



文献からみる江戸時代における『延子』研究

口
義
、
南
宋
の
儒
者
林
希
逸
作
る
所
と
為
る
。
：
：
：
口
義
の
倭
訓
は
初
め
て
羅
山
先
生
よ
り
出
ず
。

と
載
せ
る
よ
う
に
、
林
羅
山
が
『
荘
子
口
義
』
に
訓
点
を
付
け
、
こ
れ
を
徳
川
初
期
に
出
版
し
た
。
そ
れ
以
来
、
つ
い
に
林
希
逸
の
『
荘

子
口
義
』
が
『
荘
子
』
理
解
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
③

（
荘
子
）

十
八
世
紀
初
期
以
後
、
書
林
が
新
し
い
研
究
成
果
や
学
問
方
法
を
み
つ
け
よ
う
と
し
た
学
者
の
要
望
に
対
応
し
よ
う
と
い
う
心
持
ち
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
『
荘
子
』
の
新
し
い
注
釈
書
も
中
国
よ
り
渡
来
し
て
き
た
。
こ
れ
は
上
述
の
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目

録
集
成
』
に
、
「
明
和
九
年
、
荘
子
園
、
林
雲
銘
」
と
載
せ
ら
れ
た
が
、
大
庭
備
が
編
集
し
た
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
研
究
』

④
で
も
『
荘
子
』
の
注
釈
書
を
集
め
て
あ
る
。
そ
の
中
で
は
林
西
仲
『
荘
子
園
』
の
ほ
か
、
明
代
と
清
代
の
『
荘
子
』
の
注
釈
書
も
収
集

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

宝
永
二
年
（
一
七

O
五）

増
補
荘
子
園

一
部
四
本

宝
永
六
年
（
一
七

O
九）

老
荘
通
義

一
部
十
二
本

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）

南
華
経
解
－
g
n
註

一
部
八
套

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）

荘
子
園

一
部
一
套

文
元
四
年
（
一
七
三
九
）

老
荘
翼

一
部
一
套

（
以
上
『
商
舶
載
来
書
目
』
⑤
に
よ
る
）

0 
九



寛
延
三
年
（
一
七
五

O
）

荘
子
園

一
部
一
套

（
以
上
『
唐
船
持
渡
書
覚
書
』
⑥
に
よ
る
）

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

荘
子
園

老
荘
精
解

一
部
一
套
四
本

一
部
一
套
四
本

（
以
上
『
舶
来
書
籍
大
意
書
』
⑦
に
よ
る
）

一
部
一
套

老
荘
精
解

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六

荘
子
独
見

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）

荘
子
故

宝
暦
十
年
（
一
七
六

O
）

南
華
経
解

寛
政
九
年
二
七
九
七
）

荘
子
解

一
部
一
套

一
部
一
套

一
部
二
本

（
以
上
『
商
舶
載
来
書
目
』
に
よ
る
）

部

套

寛
政
十
二
年
（
一
八

O
O）

増
註
荘
子
園

一
部
一
套

。
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（
以
上
『
外
船
賓
来
書
目
』
⑧
に
よ
る
）

弘
化
四
年
（
一
八
四
七

南
華
経

一
部
一
套

嘉
永
三
年
（
一
八
五

O
）

老
荘
解

一
部
一
包

（
以
上
『
唐
船
書
籍
元
帳
』
⑨
に
よ
る
）

こ
こ
で
、
弘
化
四
年
の
『
唐
船
書
籍
元
帳
』
に
み
ら
れ
る
『
南
華
経
』
は
郭
象
の
『
荘
子
註
』
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ほ
か
、
全
て
明
、
清

の
『
荘
子
』
注
釈
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
林
希
逸
の
『
荘
子
口
義
』
は
全
然
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
林
希
逸
の
ロ
義
が
日
本
に

於
い
て
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
中
国
か
ら
輸
入
す
る
必
要
が
な
い
、
も
し
く
は
中
国
に
お
い
て
、
『
荘
子
』
を
理
解
す
る
根
拠
で

あ
る
郭
象
の
註
ゃ
、
江
戸
初
期
以
来
広
く
読
ま
れ
た
林
希
逸
の
口
義
は
、
こ
の
時
代
に
き
て
、
余
り
に
も
面
白
き
を
欠
く
と
考
え
ら
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
こ
の
時
期
に
あ
る
「
批
判
的
受
容
」
と
い
う
学
術
風
尚
の
影
響
も
あ
っ
た
ょ
う
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
中
国
で

新
し
く
刊
行
さ
れ
た
『
荘
子
』
の
注
釈
書
を
輸
入
し
て
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
『
荘
子
』
を
奥
深
く
解
釈
し
よ
う
と

し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
⑩一、

林
羅
山
が
林
希
逸
の
『
荘
子
口
義
』
を
標
点
し
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
荘
子
』
を
研
究
す
る
端
緒
を
開
い
て
以
来
、
『
慶
長
以
来
諸

家
著
述
目
録
』
、
『
近
世
漢
学
家
著
述
目
録
』
、
『
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
』
、
『
国
書
総
目
録
』
等
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
お
け

る
『
荘
子
』
の
研
究
書
目
は
、
九
十
幾
っ
か
に
及
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
な
が
ら
そ
の
お
お
よ
そ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
摘
録
し
て
お
こ
う
。

⑪ 
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荘 荘 荘 荘 標
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つ
ま
り
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
の
半
ば
に
か
け
て
の
百
余
年
聞
に
は
、
日
本
の

『
荘
子
』
研
究
は
、
依
然
と
し
て
五
山
時
代
の
風
習
を
引
き
つ
い
で
、
郭
象
の
『
荘
子
註
』
と
成
玄
英
の
『
荘
子
疏
』
を
標
注
訓
点
に
加

以
上
の
目
録
の
記
載
を
み
る
と
、
江
戸
初
期
、

え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
、
最
も
重
視
さ
れ
る
の
は
、
林
希
逸
『
荘
子
口
義
』
の
研
究
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
、

口
語
体
の
形
に
よ
っ

て
『
荘
子
』
を
通
俗
的
で
わ
か
り
や
す
く
解
釈
す
る
書
物
も
出
版
さ
れ
る
こ
と
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
八
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
、
古

学
派
の
学
者
は
朱
子
学
に
よ
ら
ず
に
直
接
中
国
古
典
、
と
り
わ
け
『
論
語
』
の
真
義
を
探
究
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
荻
生
但
微
を
は
じ

め
古
文
辞
学
派
一
門
が
国
字
解
に
心
血
を
注
い
で
い
っ
た
こ
と
こ
そ
本
土
文
化
意
識
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
時
期
の
『
荘
子
』
研
究
は
、

改
め
て
郭
象
の
『
荘
子
註
』
を
注
視
し
つ
つ
、
『
荘
子
』
の
国
字
解
を
も
生
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
前
者
の
代
表
作
は
服
部
南
郭
の

『
校
訂
郭
註
荘
子
』
や
千
葉
芸
蘭
の
『
訓
点
郭
註
荘
子
』
で
あ
り
、
後
者
の
は
荻
生
但
傑
の
『
荘
子
園
字
解
』
や
本
居
宣
長
の
『
荘
子
摘

映
』
で
あ
る
。

き
て
、
十
八
世
紀
以
後
、
学
界
の
流
れ
は
か
わ
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
郭
象
『
荘
子
註
』
を
訓
点
付
け
で
研
究
し
つ
つ
も
、

新
た
に
伝
わ
れ
て
き
た
林
西
仲
の
『
荘
子
因
』
に
校
訂
や
補
注
な
ど
手
を
加
え
て
盛
ん
に
研
究
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

時
期
に
お
け
る
『
荘
子
』
研
究
は
如
何
に
自
分
自
身
の
解
釈
構
造
を
立
て
る
か
が
眼
目
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り

こ
の
頃
の
『
荘
子
』
研
究
の
内
容
を
考
え
る
と
、
中
国
の
注
釈
を
引
き
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
見
方
も
示
し
た
も
の
で
、
例
え
ば
亀
井
昭

陽
『
荘
子
瑛
説
』
や
帆
足
万
皇
『
荘
子
解
』
の
如
く
で
あ
る
。

四

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
所
載
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
に
は
す
で
に
郭
象
『
荘
子
註
』
を
伝
え
て
き
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
な
っ

て
、
林
羅
山
は
、



本
朝
昔
註
疏
を
読
み
、

ロ
義
を
見
、
ず
。
南
禅
寺
巌
惟
肖
は
、
始
め
て
口
義
を
読
む
。
今
時
往
往
に
し
て
人
皆
こ
れ
を
見
る
を
得
。

（
『
林
羅
山
文
集
』
巻
三
・
答
祖
博
）

と
述
べ
た
。

五
山
時
代
の
南
禅
寺
僧
惟
肖
が
林
希
逸
の
『
荘
子
口
義
』
に
よ
っ
て
『
荘
子
』
を
研
究
す
る
前
、
『
荘
子
』
を
読

つ
ま
り
、

む
場
合
は
郭
象
の
『
荘
子
註
』
を
基
準
と
し
た
が
、
僧
惟
肖
と
林
羅
山
は
『
荘
子
口
義
』
を
重
視
し
て
か
ら
、
江
戸
初
期
に
お
け
る
『
荘

子
』
研
究
は
、
『
荘
子
口
義
』
を
顕
学
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
林
羅
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
朝
古
来
老
荘
を
読
む
も
の
は
、
老
は
則
ち
河
上
公
を
用
い
、
荘
は
則
ち
郭
象
を
用
い
、
列
は
則
ち
張
湛
を
用
い
て
、
し
か
る
に
い

ま
だ
か
つ
て
希
逸
に
及
ぶ
も
の
あ
ら
ず
。
近
代
南
禅
寺
沙
門
岩
惟
肖
か
つ
て
荘
子
を
耕
転
老
人
明
貌
に
聞
き
、
し
か
る
の
ち
惟
肖
始

め
て
荘
子
希
逸
口
義
を
読
む
。
爾
来
比
比
に
し
て
み
な
し
か
る
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
、
い
ま
だ
老
子
希
逸
ロ
義
に
及
ば
ず
、
今
人

に
至
り
て
み
な
河
上
に
よ
る
。
（
『
林
羅
山
文
集
』
巻
五
十
四
・
老
子
口
義
蹴
）

文献からみる江戸時代における『荘子』研究

つ
ま
り
、
平
安
時
代
以
来
、
道
家
の
老
、
荘
、
列
三
子
の
研
究
は
中
国
本
場
の
学
問
の
ま
ま
に
従
う
が
、
惟
肖
が
林
希
逸
の
『
荘
子
口
義
』

を
講
読
し
て
以
来
、

つ
い
に
郭
象
の
『
荘
子
註
』
に
変
っ
て
林
希
逸
の
『
荘
子
口
義
』
が
広
く
読
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
慶

応
大
学
斯
道
文
庫
が
編
集
し
た
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
に
よ
っ
て
み
る
と
、
寛
文
十
年
（
一
六
七

O
）
か
ら
正
徳
五
年

（
一
七
一
五
）

に
か
け
て
の
四
十
五
年
間
、
世
間
に
刊
行
し
て
伝
わ
っ
た
『
荘
子
』
の
注
釈
書
は
、
郭
象
の
註
と
林
希
逸
の
口
義
と
焦
弱

侯
の
翼
註
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
』
の
記
載
に
み
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
学
者
の
『
荘
子
』
研
究

は
殆
ど
林
希
逸
の
口
義
へ
の
訓
点
や
標
注
や
僅
諺
抄
な
ど
の
付
け
加
え
な
の
で
あ
る
。
以
上
が
江
戸
初
期
の
『
荘
子
』
研
究
の
概
観
で
あ

る。
十
八
世
紀
半
ば
以
後
、
但
練
を
は
じ
め
古
文
辞
学
派
の
学
者
は
朱
子
の
集
註
は
『
論
翠
巴
と
『
孟
子
』
と
の
真
義
を
把
握
で
き
な
い
と

批
判
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
担
保
学
派
は
林
希
逸
『
荘
子
口
義
』
が
儒
家
思
想
や
仏
教
を
引
用
し
な
が
ら
『
荘
子
』
を
説
明
す
る
こ
と
は

『
荘
子
』
の
本
義
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
と
し
て
批
判
し
た
。
祖
僚
の
弟
子
で
あ
る
太
宰
春
台
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

七



八

宋
儒
の
愚
も
の
は
、
当
に
林
希
逸
を
以
て
最
も
と
為
す
ベ
し
。
そ
れ
老
列
荘
の
た
め
口
義
を
著
す
は
、
往
々
に
し
て
停
会
す
る
に
釈

氏
の
説
を
以
て
す
。
ま
た
時
に
吾
聖
人
の
道
を
以
て
こ
れ
を
較
ぶ
。
そ
れ
三
子
の
道
と
為
す
所
以
は
吾
聖
人
と
皆
そ
の
指
に
異
な
る
。

間
同
じ
き
如
き
も
の
あ
る
と
難
も
、
但
し
そ
の
末
の
み
。
希
逸
こ
れ
を
見
て
、
困
り
て
こ
れ
を
合
一
せ
ん
と
欲
す
。
所
謂
そ
の
本
を

端
さ
ず
に
し
て
そ
の
末
に
斉
す
る
も
の
な
り
。
既
に
三
子
を
知
ら
ず
、
ま
た
釈
氏
の
道
を
知
ら
ず
。
況
ん
や
吾
聖
人
の
道
を
や
。

（
『
紫
芝
園
漫
筆
』
巻
五
）

太
宰
春
台
の
い
う
と
こ
ろ
は
、
林
希
逸
が
老
荘
列
三
子
の
口
義
を
つ
く
る
場
合
は
、
儒
教
や
仏
教
に
よ
っ
て
三
子
の
思
想
を
説
明
し
て
い

る
。
つ
ま
り
儒
・
仏
・
道
三
教
一
致
の
主
張
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
教
そ
れ
ぞ
れ
思
想
趣
旨
が
食
い
違
う
の
で
、
も
し
儒
、

仏
に
よ
っ
て
老
荘
の
所
説
を
注
釈
す
る
な
ら
は
、
逆
に
老
荘
の
本
義
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
太
宰
春
台
は
、
林
希

逸
の
三
子
口
義
は
老
荘
列
の
真
義
を
発
揮
で
き
な
い
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
但
徳
学
派
が
主
張
し
て
い
た
「
批
判
的
受
容
」

は
一
時
期
盛
ん
に
な
る
の
で
、
元
禄
十
五
年
（
一
七

O
ニ）

に
刊
行
さ
れ
た
『
倭
版
書
籍
考
』
に
あ
る
『
荘
子
註
疏
』
の
解
題
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

（
荘
子
註
疏
は
）
晋
郭
象
の
註
、
唐
成
玄
英
法
師
の
疏
な
り
。
荘
子
の
古
註
な
り
。
荘
子
を
看
る
に
当
に
先
註
疏
に
依
る
ベ
し
。
ま

さ
に
只
専
ら
林
氏
の
古
義
を
看
る
べ
か
ら
ず
。

当
時
の
『
荘
子
』
研
究
で
は
、
た
だ
林
希
逸
の
口
義
だ
け
に
執
着
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
但
篠

の
門
下
、
服
部
南
郭
は
『
校
訂
郭
註
荘
子
』
と
『
考
訂
陸
徳
明
荘
子
音
義
』
を
撰
述
し
、
な
お
、
後
に
千
葉
芸
蘭
も
『
訓
点
郭
註
荘
子
』

を
つ
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
十
八
世
紀
初
期
の
『
荘
子
』
研
究
の
概
ね
は
知
ら
れ
る
。

一
方
、
『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
』
に
よ
る
と
、
祖
篠
の
『
国
字
解
荘
子
』
が
世
に
問
わ
れ
て
以
来
、
日
本
の
学
者
は
い
ま
ま
で

中
国
や
日
本
に
あ
る
註
疏
を
引
用
し
つ
つ
、
自
分
自
身
の
見
解
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
⑮
例
え
ば
中
井
履
軒
の
『
荘
子
難
題
』
や
亀

井
昭
陽
の
『
荘
子
積
説
』
や
帆
足
万
里
の
『
荘
子
解
』
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
も
十
八
世
紀
初
期
に
お
け
る
『
荘
子
』
研
究
の
特
色
で
あ
る
。



な
ぜ
こ
の
時
期
の
学
者
は
『
荘
子
』
を
研
究
す
る
場
合
、
自
分
の
見
方
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
は
十
八
世
紀
初
期

以
後
、
中
国
か
ら
輸
入
し
て
き
た
『
荘
子
』
の
注
釈
書
と
関
わ
り
あ
る
こ
と
と
思
う
。

さ
て
、
十
八
世
紀
初
期
以
後
、
中
国
よ
り
渡
来
し
た
『
荘
子
』
の
注
釈
書
に
関
し
て
は
、
『
唐
船
持
波
書
研
究
』
が
載
せ
た
資
料
に
よ

る
と
、
恐
ら
く
郭
象
の
註
や
林
希
逸
の
口
義
は
既
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た
の
で
、
改
め
て
中
国
か
ら
輸
入
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
し
た

つ
ま
り
中
国
明
、
清
の
『
荘
子
』
註
疏
、
例
え
ば
胡
文
英
『
荘
子
独
見
』
や
宣
穎
『
南
華
精
解
』
や
林

西
仲
『
荘
子
因
』
な
ど
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
学
者
は
『
荘
子
』
を
解
釈
す
る
と
き
、
元
来
あ
っ
た
郭
象
の
註
、

が
っ
て
、
よ
り
新
し
い
注
釈
書
、

林
希
逸
の
口
義
を
引
用
し
つ
つ
、
な
お
か
つ
明
、
清
の
注
釈
も
参
考
し
て
、
中
国
に
お
け
る
『
荘
子
』
研
究
の
状
況
を
理
解
し
た
う
え
で
、

自
分
独
自
の
見
解
を
披
涯
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

文献からみる江戸時代における『荘子』研究

以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
文
献
の
記
録
に
よ
っ
て
、
『
日
本
国
見
在
書
目
』
に
は
郭
象
の
『
荘
子
註
』
を
載
せ
て
い
る
の

で
、
平
安
時
代
か
ら
郭
象
の
註
に
よ
っ
て
『
荘
子
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
山
時
代
に
な
っ
て
、
僧
惟
肖
が
林

希
逸
の
『
荘
子
口
義
』
を
講
読
し
て
以
来
、
し
か
も
『
倭
版
書
籍
考
』
に
よ
れ
ば
、
林
羅
山
が
林
希
逸
の
口
義
を
訓
点
で
付
け
加
え
た
の

で
、
江
戸
初
期
に
は
林
希
逸
の
口
義
が
広
く
読
ま
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
の
目
録
書
を
繰
っ
て
み
る
と
、
多
く
の
林
希
逸
『
荘
子

ロ
義
』
の
研
究
書
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
江
戸
初
期
に
お
け
る
『
荘
子
』
研
究
は
、
殆
ど
林
希
逸
の
口
義
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
通
俗
的
で
わ
か
り
や
す
い
『
荘
子
』
解
釈
も
世
聞
に
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

十
七
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
、
荻
生
但
僚
が
林
希
逸
の
『
荘
子
口
義
』
を
批
判
し
て
、
ま
た
『
荘
子
園
字
解
』
を
著
述
し
て
以
来
、
古
文

辞
学
派
の
人
々
は
林
氏
の
ロ
義
を
拒
否
し
て
、
か
え
っ
て
晋
の
郭
象
の
『
荘
子
註
』
を
重
視
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
十
七
世
紀
の
中
ご

ろ
以
後
、
改
め
て
郭
象
の
註
で
『
荘
子
』
を
研
究
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
国
字
解
の
『
荘
子
』
も
こ
れ
よ
り
、

い
ち
だ
ん
と
盛
ん
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
十
八
世
紀
の
始
め
に
、
中
国
明
、
清
の
『
荘
子
』
の
注
釈
書
が
日
本
に
輸
入

一
一
一
九



。

されてきて、それに影響されて、日本の学者たちも、『荘子』を解釈に、自分独自の見解を示すようになってきた。

以上のことをさらに要約して図示すれば、次のようになる。⑫

江戸期中 江戸初期

五

平安要
代時山

以後

。。。。郭註象

。 僅諺

抄

。。。林希逸
口
義

明。
注釈清

。 字解国

。 独自

見解

つ
ま
り
、
平
安
時
代
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
理
解
は
郭
象
の
註
に
よ
る
。
五
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
郭
象
の
註
は
依
然
と

し
て
読
ま
れ
る
が
、
本
流
と
し
て
重
視
さ
れ
る
の
は
林
希
逸
『
荘
子
ロ
義
』
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
以
後
、
『
荘
子
』

研
究
の
流
れ
は
、
さ
ら
に
変
っ
て
き
て
、
い
わ
ゆ
る
林
希
逸
『
荘
子
』
口
一
義
の
勢
い
は
や
や
衰
え
て
、
か
え
っ
て
郭
象
の
註
の
復
帰
が
注

目
さ
れ
る
の
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
国
字
解
や
明
、
清
の
注
釈
や
日
本
学
者
の
独
自
の
見
解
も
こ
の
時
期
に
登
場
す
る
。
こ
の
時
期
が
江
戸

時
代
に
お
け
る
『
荘
子
』
研
究
の
全
盛
期
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
時
代
で
あ
っ
た
。

⑤④③②①  

註

日
本
に
お
け
る
『
荘
子
』
研
究
に
つ
い
て
は
、
武
内
義
雄
氏
「
日
本
に
お
け
る
老
荘
学
」
（
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
六
巻
・
諸
子
篇
）
に
参
照
。

昭
和
三
十
八
年
十
月
、
井
上
書
房
発
行
。

池
田
知
久
氏
「
日
本
に
お
け
る
林
希
逸
『
荘
子
慮
斎
ロ
義
』
の
受
容
」
（
『
二
松
学
舎
大
学
論
集
』

3
1
）
に
参
照
。

昭
和
四
十
二
年
三
月
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
発
行
。

『
商
船
載
来
書
目
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
現
存
し
て
い
る
。
元
禄
六
年
二
六
九
三
）
か
ら
享
和
三
年
二
八
O
三
）
に
か
け
て
の
渡
来
書
目



文献からみる江戸時代における『荘子』研究

を
記
載
す
る
の
で
あ
る
。

『
唐
船
持
渡
書
覚
書
』
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
あ
る
『
舶
載
書
目
』
第
十
二
冊
所
収
。

『
舶
来
書
籍
大
意
書
』
は
内
閣
文
庫
に
所
蔵
。

『
外
船
賓
来
書
目
』
は
長
崎
県
立
図
書
館
渡
辺
文
庫
所
蔵
。

『
唐
船
書
籍
元
帳
』
は
長
崎
県
立
図
書
館
に
所
蔵
。

十
八
世
紀
末
以
後
、
独
自
の
見
解
を
も
っ
て
『
荘
子
』
を
解
釈
す
る
も
の
は
、
例
え
ば
中
井
履
軒
『
荘
子
離
題
』
、
亀
井
昭
陽
『
荘
子
演
説
』
、
帆
足

万
里
『
荘
子
解
』
な
ど
で
あ
る
。

厳
霊
峰
『
周
秦
漢
貌
諸
子
知
見
書
巨
』
（
台
北
、
正
中
書
局
出
版
）
に
参
照
。
表
の
並
び
方
は
、
作
者
の
生
年
順
と
す
る
が
、
生
卒
年
不
詳
の
場
合

は
刊
年
に
よ
る
。

⑫
⑨
に
参
照
。

⑬
『
著
述
目
録
大
成
』
は
『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
』
の
略
称
で
あ
る
。

⑬
厳
霊
峰
氏
が
編
集
で
、
（
台
北
）
成
文
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

⑬
『
伝
記
著
述
集
覧
』
は
『
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
』
の
略
称
で
あ
る
。

⑬
国
字
解
の
こ
と
は
、
町
田
三
郎
先
生
の
「
『
漢
籍
国
字
解
全
集
』
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
九
号
）
を
参
照
。

⑪

「

O
」
は
当
時
の
『
荘
子
』
研
究
の
本
流
と
し
、
「

O
」
は
そ
の
支
流
を
意
味
す
る
。

⑪⑨⑥⑦⑥  ⑪ 

一


